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はじめに：掘削・図像・壁画制作時期
（1）前室D壁画男性像のアッティス的側面
（2）墓室E女神再考
おわりに：ヴィア・ラティーナ・カタコンベ壁画と古代末期のシンクレティズム

はじめに

改めて述べるまでもなく、ローマのヴィア・ラティー
ナ・カタコンベ（あるいはヴィア・ディーノ・コンパーニ
の地下墓）は、4世紀のローマにおける最重要な地下墓
であり、転換期である古代末期文化についての貴重な資
料である。フェルーアの発見と報告以降1、取り上げら
れることのなかった部屋Dの壁画に描かれた男性（図 1）
の図像について解釈を行うのが、この論文の目的である。

部屋Dは墓室AとBの掘られた通廊から直角をなして
延びる通廊 4の先に作られたもので、墓を持たず2、墓
室Eおよび墓室F、Gのいわば前室となっている（図2）。
床のレヴェルは、E-Fの天井と床の高さが揃えられ（図3）、
D-E-Fが一連のものとして構想されていたことを想起さ
せる3。トロンツォは、カジャーノ・デ・アゼヴェドの
観察を継承し、この前室DをE、Fと一連の時期とし、部屋Gはもともと墓室Eと同じような奥壁
にアルコソリウムのある墓室として構想されたが、計画変更されて、通路となったと考える4。こ
の計画変更説は広く受け入れられている。
前室Dは、天井は3,13mの高さの交差ヴォールト状で、その中央にメダイヨンが取り付けられ
る。入口のある壁面左右には円柱が掘り出され、漆喰が塗られて偽大理石の彩色がされる5。円柱は
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本来、部屋の四隅に立っていたと考えられるが6、ベースから柱頭部分まで残るのは入口と墓室E
側の隅の 1本のみである。四辺の壁面上部には、アーチがかかり、さらにその上にヴォールトの載
る霊廟の建築を模倣する。保存状態は悪く、特に東側（墓室F側）は完全に崩壊する。
絵画装飾に関しては、赤、茶、黄、深緑を使用し、区画線は、赤く細い線を使用する。モザイク

起源の装飾模様が豊富であり、格間や擬似大理石パネルを描くなど、建築再現への高い意図が伺え
るといえる。これらの特徴は、後に続くG-Oと共通する。
壁画の図像は、入口外側上部にフォッソル（墓掘り人）（図 4）、トロンツォが詳細に検討した障
柵のプット（図 5）、天井の四隅に株とそこから立ち上がる実のついた二本のブドウの木7（図 6）、
天井に花文、天井と四壁面の間のアーチ正面にロゼットと花びらの花綱、アーチ下に多種類の装飾

図2． ヴィア・ラティーナ・カタコンベ、平面図
 （La Arquitectura del Ipogeo de la Via Latina en Roma, 1994より）

図3． D-E-F断面図
 （La Arquitectura del Ipogeo de la Via Latina en Roma, 1994より）
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図4．フォッソル、前室D入口

図6．前室D天井 図7．奥壁アーチ下装飾

図5．プット

文（入口＝ロゼットの入った格間、左＝両端の花かごから立ち上がる小さな赤い花の花束の連続、
奥＝ロゼットと楕円モティーフの連続文（図 7）8、入口壁面上部の半円形をなす部分の中央パネル
には、右手に王冠、左手に皿を持つ、袖なしトゥニカの若い女性、その左右の三角形のパネルには
飛翔する鳥が描かれる。左壁面中央パネルには、マントをなびかせた裸の少年（図 1、図 9）が描
かれ、その左右の三角形のパネルには、ブドウの実の入った鉢の上で休む鳥（左）、花籠（切り株で
はなく）の上で休む鳥（右）が置かれる。奥壁上部には貝殻モティーフが置かれる。壁面下部には、
疑似大理石が描かれるが、赤と茶色で斜めの平行線が何本も引かれて、D-Oのほかの墓室同様、磨
かれた大理石の反射を表現している。
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部屋Dの壁画の制作時期について、発見者のフェルーアは、異教図像が多数採用されていること
から、320～350年とし9、フォッソーレ図像の研究を行った、コンデ・グエリは、330年説をとる10。
ドリーゴは、D-E-Fの 3室を同時期（セクターII）とし、装飾的華美は欠けるものの、表現主義に強
く引き付けられた、いわゆる「美様式（スティレ・ベッロ）」の最後の段階である350年頃に年代付
ける11。トロンツォは、A-Cの掘削と壁画装飾をプレ・コンスタンティヌス朝とし、D-Oを 4世紀
の半ばから後半としているが、特にDの壁画は、奥壁アーチ下に使用された楕円とロゼットの組合
せられた装飾パタン（図 7）が350年以降登場しないことから、制作年代の下限を決定する12。ツィ
ンマーマンは、D-Oが同時期に作成されたとするトロンツォ説を継承し、その制作年代を 4世紀半
ばとする。
筆者の考えでは、部屋Dから墓室Oの壁画は、人物像の丸い頭や大きな目、ずんぐりしたプロ

ポーションなどが、一貫してアフリカ・モザイクの様式を示していることから、同一時期に制作さ
れたと考える。またこの反古典主義的様式は、テトラルキア時代の彫刻で採用され、コンスタン
ティヌス帝凱旋門にみられるようにローマの工人によりやや緩和されてローマ化した様式にも通じ
る。コンスタンティヌス朝の美術は、多様な様式を機能に合わせて使い分けたが、確固とした輪郭
線で明確にされた形態への好みも継続したと言える。また墓室Oのコンスタンティヌス帝時代のモ
ノグラムやサンタ・コスタンティーナ霊廟のヴォールト・モザイクと共通のモティーフや様式か
ら、350年頃に年代決定することが妥当であると考える13。
次に、今までほとんど触れられてこなかった、この前室Dの壁画の図像について取り上げたい。

（1） 前室D壁画男性像のアッティス的側面
この墓室の壁画の図像に関しては、ケッチェ・ブライテンブルッフもスペイン隊も取り上げてい

ないため、実測図が存在しない 14。
墓室のヴォールト天井いっぱいに、ブドウの収穫場面が描かれて、ディオニュソス・モザイクを

模倣した天井画となっており、ディオニュソス的な世界観を前提としている。そのような環境に、
先述の様に、北と東の壁面上部の各パネルに 1人ずつの人物像が描かれる。北側（入口）には、袖
なしトゥニカの少女が正面向きに立ち、やや自身の右手の方向に顔を向ける。ネックレスとブレス
レットを身に着け、左手に皿、右手に王冠を持つ（図 8）。上部には花綱がかかるが、両側の枠線
と結び目を作っている。東側（墓室E方面）には、若者が描かれる（図 1・9）。進行方向を右手で
指しつつ、右に歩みを進めるが、左を振り返っている。丸い頭部、ぱっちりした目、子供のような
プロポーションで、アフリカ・モザイクの人体の様式が採用される。頭部は丸く、髪の毛はやや
ふっくらと刈り込まれているか、つば広帽子カウシアを被る。右手で進行方向を指さし、左手に弓
と矢を持ち、背に矢筒をかつぐ。編み上げサンダル（フェルーアによるとチョチャーラ）をはく。
マントのみ着用し、ほとんど裸で身体の前方がさらけ出されている。
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図8．入口壁面上部（ニンフ） 図9．左側壁面（E側）上部（アッティス）

フェルーアはこの男女の正体を明らかにしていない。墓室Eに誘導しようとするかのような男性
のポーズもあり、イシス－アフロディーテ－デア・シリア－デメテルなど何重にも習合した女神と
のかかわりを考える必要がある。弓矢をつがえた若い男性は、エロスやアポロンを想起させると同
時に、裸にマントを着用した姿はキュベレー女神の配偶者アッティスをも示唆する。

前室Dの男性像は、様式的にはアフリカ・モザイク的だが、図像的にはフリギア起源のアッティ
スを想起させるのは、体の前方がさらけ出された服装をしているからである。アッティスについて
多様な神話が知られるが、両性具有のフリギアのキュベレー（あるいはアグディスティス）の切断
された男性性器から生えたアーモンドの木の実によって身ごもったサンガリオス川の娘ナナから生
まれたとされる。アッティスに恋したキュベレーにより、狂気に陥り自ら去勢して死ぬ。死後アッ
ティスの魂は松の木に宿る。狂気の神話を反映し、動きのある姿で表現される図像タイプが多い。
多くの場合、アッティスは、フリギア帽を被り、マントをまとい、フリギア風のズボンであるア

ナクシュリデスを穿くが、前述のように前を開けて性器を露出することが多い。前室Dの男性は、
フリギア風のズボンではなく、編み上げサンダルを履いている。しかし、編み上げの交差する紐
は、脚部の前方で数か所にわたって留められたフリギア風のズボンを彷彿とさせるものである。
アッティスの頭部は、たいていの場合、フリギア帽として知られた、先端の折れ曲がった、つば

のないキャップである。しかしながら、無帽あるいは、マケドニア風のつば付きカウシアを被った
例も知られており、特にパラティヌスのマグナ・マーテル神殿出土の共和政期のテラコッタ製アッ
ティス小像（フィギュリーン）にもみられるものである（図10）。前室Dの男性頭部は、同時期に同
じ様式で描かれた、D入口外側のフォッソルや墓室Fのバラムなどと比較すると、やや横に張り出
しており、また白っぽく塗られているように見えることから、ローマに導入されて盛んに崇拝され
た、カウシアを被ったアッティスである可能性がある。
アッティスの持物は、ペドゥム杖、シュリンクス（パンフルート）など羊飼いの属性を強調する
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持ち物や、タンバリンや仮面（ディオニュソス的狂気の表現）、豊穣の角、果物籠、穀物の穂など
（再生する植物神・豊穣神としての属性）、ライオン・犬・鳩などの動物（キュベレー、イシスやア
フロディーテとの関連）などアッティスの様々の属性を示す 15。前室Dの男性は、左手に矢をつが
えた弓を持ち、背中に矢が入った矢筒を担いでいる。図像タイプは異なるものの、大英博物館蔵の
ロンドン出土のアッティス像（石灰岩製）など、左手に弓を持つ例も知られる 16。従って、前室D
の男性像は、アッティスである可能性を否定することはできない。
4世紀の四季石棺浮彫において、冬の擬人像はアッティスの姿を借用して登場する17。そのため、

この前室Dにおいても、花を持った皿を持つ女性像（入口上）が春の擬人像を、そしてこの男性像
が冬の擬人像を表すという体裁をとっていたとも考えられる。その際、他の破壊された 2面に夏と
秋の擬人像が表されていたはずである。
前室Dの男性像をアッティスと解釈した時に、女性像はどの様に解釈できるだろうか？彼女は若

い女性で、王冠と花あるいは供物の載った皿を持つ。首飾り、腕輪、おそらく花冠で身を飾り、袖
なしのトゥニカの裾をひらひらとさせている。これは堂々たる女神というより、王権（王冠）と聖
性（供物）をキュベレーに捧げる、若い王女あるいはニンフに似つかわしい。アッティスとペアに
なりうる女性は、サンガリオス川の娘ナナ、ペッシヌスの王（ミダスあるいはガッロス）の娘、あ
るいは、森の精ニンフのサガリティスである（『祭暦』4,222）。ポンペイ壁画にサンガリオス川のニ
ンフに恋する図像を採用した壁画の前例が知られている 18。従って、この前室Dの女性像はニンフ
（おそらくサガリティス）であり、春の擬人像も兼ねる。ニンフは 3人一組で表現されることから、
破壊されたほかの 2面にもニンフが表現されていたと想像できるが、今となっては確認することは
できない。
ローマにフリギア起源のキュベレー祭祀が導入されたのは、前204年とされている。ローマの起

源がトロイアである（『祭暦』4,272）という前提に従って、ローマの民族的な神性と考えられたこと
による。第 2次ポエニ戦争時にシビッラの託宣に従って、パラティヌスの丘の最重要な地点にパラ

図10．テラコッタ製アッティス小像、パラティヌスのキュベレー神殿出土
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ティヌスのマグナ・マーテル神殿が建立された。キュベレーとアッティスの祭祀は特徴を異にして
いることがすでに指摘されている。すなわち、帝政期に行われた、メガレシア（メガレ・メテル＝
キュベレの祭祀）は公的で貴族的な性格を持つ祝日（4月 4～10日）だったが、一方でフリギア的
習慣の残酷な儀式を含むアッティスの死と復活を記念する祝日（3月15～27日）は、私的で民衆的
な性格を示し、共和政期にさかのぼるものである。
　
4世紀前半の四季石棺浮彫の冬の擬人像にアッティスの図像が借用されたように、アッティスの

持つ植物神の枯死と再生の概念は古代末期の形態にも引き継がれた。古代末期のローマにおいて、
アッティス崇敬自体は行われたのか？
コアレッリによると、ローマには 6か所のキュベレーとアッティスの祭祀に関する遺構が知られ

ている 19:
（1） バシリカ・ヒラリアーナ（II区、1889年出土、2世紀半ば、聖樹松の木の礼拝）
（2） ウィア・サクラのキュベレーのトロス（VIII区、85-86年建設の小神殿）
（3） パラティヌスのマグナ・マテル神殿（X区）
　（4） キルクス・マクシムスのスピーナの上のキュベレー神域（X区、aedem Matris deum et Iovis 

Arboratoris）
（5） マグナ・マテルとナウィサルウィアの神域（XIII区）
（6） ヴァティカンのフリギア神殿（フリギアヌム）（XIV区、カリグラの競技場につくられたもの）

ヴァティカンのフリギア神殿からは、1600年代に発見された
入信者の碑文群が知られており、それらは、305－390年に年代
決定されている 20。また、パラティヌスのマグナ・マーテル神殿
に関しては、神殿の階段に最近まで置かれていたキュベレー神像
（図11）（現在はパラティーノ博物館蔵）ははめ込み式の黒い石の
頭部を持つ座像で、毎年神殿の外側に行列で持ち出されたが、
394年にスティリコの妻のセレーナがキュベレーの尊像から素晴
らしい装飾を盗んだという記事（Zosimo, 5, 38, 2）が知られ、ま
たローマ劫略以降の廃棄の層からキルクス・マクシムスでの 4頭
立て馬車の競争場面（スピーナの獅子の上に座るキュベレーが描
きこまれる）4世紀末～5世紀初めの縁付きコイン（コントルニ
エイト）が出土している 21。このように古代末期のローマにおい
ても、キュベレーの祭祀は知られており、また継続していた。

このカタコンベの壁画（墓室A, B, C, E, O）には、穀物輸入に
図11． キュベレー像 、パラティヌス
 のキュベレー神殿出土
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関わる図像、またエジプトに関係する図像が多用されており、筆者は発注者がアンノーナと関わる
コルプス・ナウィクラリイである可能性を指摘してきたが 22、地中海交易の玄関であるオスティア
では、アッティス祭祀の痕跡はあるのだろうか。ローマの港ポルトゥスと港で働く者のために整備
された、隣接する都市オスティアには、帝政期の3 神域が発見されている。中でもオスティアのキュ
ベレーとアッティスの祭祀の折衷的聖域から出土した小像は折衷的特徴を示すが、そこでは、アッ
ティスは、マルス（アフロディーテの永遠の恋人）、ディオニュソス（ライオンの上に座す）、アポ
ロ、ヘルマフロディトスと習合している 23。
このようなことから、4世紀半ばにヴィア・ラティーナ・カタコンベという葬祭的環境において、

前室Dに少年が描かれたとき、それはすでにキリスト教石棺においては四季の擬人像として知られ
た形であったし、もちろんアッティスの表象の提示する死と再生という概念にぴったりとあてはま
るものでもあった。またそれだけでなく、アッティス祭祀がまだ生々しく知られていた時代でも
あったと言える。

（2）墓室E女神再考
前室Dの男性像にアッティス的要素を認めるとすると、同時期に描かれた墓室Eの女神像も再考

する必要がある。この女神像には、テッルスだけでなく、イシス・フォルトゥーナ、アフロディー
テ、デア・シリアなどの多様な神々の習合が認められることを筆者は指摘したが、アッティスとの
関連を考慮すると、そこにはキュベレーの要素も認められるはずである。

形態上、墓室Eの女神は、ニンブスを結び、横になり、裸の上半身を起こしているが、この姿は
大地などに関する多くの擬人像や神性に採用されている。この女神は、豊穣の女神テッルスと考え
られてきたが、それだけでなく、アクセサリーやターバンを巻いた髪型、ヌード、バラといった要
素がアフロディーテを示し、また、麦やバラ（デメテル）、イシス・フォルトゥーナ（舵、キスタ・
ミュスティカ、蛇、フリンジのついた衣）など種々の女神と習合している。
この女神は、麦とバラの生えた薄茶色の大地に横になるが、彼女の背景には、灰色に霞む三日月

型の遠景が描かれる（図12）。これは、アレクサンドリア流の風景画を思い出させるが、女神の足
元にも灰色の小さな上向きの三日月状のものが描かれており、全体として、「洞窟」を表現してい
ると考えられる。ヴィア・ラティーナ・カタコンベ墓室Nにも、ヘラクレスとともに、アルケス
ティスが後にした冥界が、洞窟として描かれる（図13）。ヴェルギリウス・ヴァティカヌス写本の
冥界の表象もやはり同様の洞窟の形であらわされる。これらの洞窟の中は真っ暗である。一方、墓
室Eの「洞窟」は、墓室Nやヴェルギリウスの装飾写本の洞窟よりも、ずっと淡く、また中は明る
い。それは、女神の放つ頭光によるものかもしれないし、また洞窟であること明確に表現するのを
避けたせいかもしれない。ちょうど同じ墓室Eの画面右手の舵があいまいに表現されているのと同
様である。
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図12．女神像、墓室E 図13．冥界の洞窟、墓室N

キュベレーと洞窟の関係は何だろうか？
ローマ第XIII区で1700年代に発見されたマグナ・マー

テルとナウィサルウィアの祭壇の浮彫には、前204年に行
われた、キュベレー女神のローマ入場の姿が表現される
（図14）24。この祭壇は、ポルトゥスの役人によって使用さ
れたもので、女神は船の上の玉座に右向きに座るが、背後
にアーチのかかった入口が描かれる。これは、キュベレー
の故郷であるイダの洞窟と考えられているものである25。
碑文にあるNavisalviaは、ペッシヌスからローマへ女神神
像を運んだ船の名前が神聖化されたものであると同時に、
ポルトゥス関係者にとっての航海の安全祈願の込められた
言葉であると言える。

このように考えると墓室Eの女神にキュベレーの姿も認
めることができる。実に多様な異教の神々の要素が表現さ
れていると同時に、それぞれの特徴が突出しないように曖昧に表現されているという特徴が指摘で
きる。それはキリスト教時代であるというだけでなく、全ての神性が、地中海航海の安全や豊かな
穀物の実り、死と再生の祈願に関わっているからでもある。さらに重要なのは、神々が多元的で
あって、かつ、一つであるという点であるだろう。

祭祀上も、キュベレー祭祀とアフロディーテ祭祀は関係づけられていた。例えば、パラティウム

洞窟

フリンジ

舵

図14． キュベレーのローマ入場、
  キュベレーの祭壇
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のキュベレー神域付近では、ウェヌス・ゲネトリクス像が出土し 26、またオスティアのマグナ・マー
テルの神域でも同様にウェヌス・ゲネトリクス像が出土している 27。これは、小アジアや地中海東
岸においてアフロディーテがキュベレーとして崇められたことにより、またキプロスでは、アフロ
ディーテ、アスタルテ、キュベレーの三者は完全に一つの女神として混同され、アッティスは、永
遠のキュベレー・アフロディーテの愛人と呼ばれていた 28が、それがローマにも導入されたからで
あろう。

おわりに：ヴィア・ラティーナ・カタコンベ壁画と古代末期のシンクレティズム

これまで述べてきたように、ヴィア・ラティーナ・カタコンベの前室Dの男性像にはアッティス
的側面が認められ、また、墓室Eの女神像にも、キュベレー的側面が認められることが分かった。
アッティス的な側面は、形態と内容の両方の点から選択されたものであった。またヘレニズム期か
ら盛んになったシンクレティズムは、古代末期における異教の一神教への動きに乗ってクライマッ
クスに至った。
この墓地の発注者は、地中海交易に従事した者であって、改宗が頻繁に行われた、宗教的流動性
の高い古代末期という時代の中で、
何よりも職業が円滑に運ぶことを祈
念した、ローマ人としては最も普通
の人々であった。
このように一つの画像に多元的な
内容を盛り込む表現方法は、地上の
バシリカ装飾のやり方を準備したも
のである。すなわち、5世紀のロー
マにおけるサンタ・マリア・マ
ジョーレ聖堂の凱旋門型アーチに現
れる、《空の御座》には、ペテロの
司教座、司教シクストゥスの司教座
が、「かつていまし、今いまし、や
がて来る」神の再臨とともに表現さ
れる。また、凱旋門型アーチの《マ
ギの礼拝》に登場する、謎めいたマ
トローナ（図15）は、キリスト教以
前に使用された概念（図16）や都市
の擬人像の姿を借用しつつ、女預言

図15． マトローナ、サンタ・マリア・
  マジョーレ聖堂凱旋門型アーチ

図16． ネメーシス、ガリア・ベルギ
カのプラエトルによる奉納
浮彫（部分）246年、カピト
リーノ美術館
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者アンナで表現されるような旧約聖書やユダヤ人教会の擬人像、乙女マリアと対比される既婚者を
表現するだけでなく、エジプトとの交易によって利益を上げていた企業家貴族の属していた古い世
界の象徴ともなっていると考えられる。このように、一つの像が多元的に解釈されるような図像の
提示が通常であるような表象世界を、ヴィア・ラティーナ・カタコンベの壁画は模索したと言え
る。
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